










76 名という、東日本大震災のあった 2011 年の 67 名に次ぐ少ない人数であったが、本館耐







JLP 専任講師が 2 名、JLP 非常勤講師が 2 名加わり、外部からの講師 11 名を迎え、
計 17 名の講師陣であった。8 レベルのうち、6 レベルのコースヘッドを JLP 専任もし
くは非常勤講師が担当し、安定したプログラムを提供できた。
２　クラス編成およびプレースメント；オンラインテストの利用
　　　C1 から C8 まで 8 レベル開講した。そのうち、C1 のみ部分的に 2 セクションとなり、

















た。講師室は、昨年同様 ERB2 の JLP 非常勤講師室 2 部屋を当て、ERB2-130 の部
屋を授業支援室とし、教務主任の指揮下、授業ヘルパー及び学生アルバイトの教務助






























　　　今年の SCJ で危機といえる出来事が 2 度あり、双方ともに大学の休暇中のことであっ
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ら、休暇中の職員に連絡が行き、わざわざボランティア出勤してきてくださり、急場


























7 月 3 日（水） 午後 全体講師会
　＊コースコーディネーターはシラバスとスケジュールを提出
プレースメントテスト実施要領説明









7 月 8 日（月） 午前から レベル判定結果発表、授業開始
　＊講師は午後、学生のコース移動等に対処
7 月 9 日（火） 午前 学生向けテキスト販売
7 月 10 日（水） 午後 全体講師会
＊毎週水曜日（7 月 17 日と 8 月 14 日を除く）の同時刻に全体講師会あり
学生のコースを確定
＊コースコーディネーターは学生名簿と授業担当者スケジュールを提出
7 月 17 日（水） 午後 講師懇親会









　今年度も SCJ ディレクターと教務主任がコースコーディネーターとしてコース（C8 お
よび C6）を担当した。この 2 名の担当授業コマ数は通常の講師より少ないため、この 2 コー
スについては、担当講師数やコース内での教員配置が他コースとは異なっている。C6 と















各コース担当者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*C7 と C8 は一部合同クラス
レベル 教室 コーディネーター ティーチングスタッフ 学生数
C1 I-161/162 松井　咲子 川口　真理子・岩下　芙美 13
C2 I-103 畠山　衛 助川　愛 10
C3 I-104 桜木　ともみ 中野　奈央 14
C4 I-106 保坂　明香 中　智恵子 13
C5 I-131 成　永淑 木田　佳与子 10
C6 I-132 小澤　伊久美 谷口　かおり・川名　恭子 4
C7 I-101 増田　恭子 川名　恭子 7
C8 I-102 田中　和美 加藤　久子 5
合計 教員：17 名 76
＊C7 と C8 は一部合同
＊C8 は継承語系の学生を対象としたコース
　なお、この他、教務助手 2 名（学生アルバイト：新垣美樹、岡野恵美の 2 名が交替で勤






C1（初級 1） 『ICU の日本語　Vol.1』
C2（初級 2） 『ICU の日本語　Vol.2』
C3（初級 3） 『ICU の日本語　Vol.3』
C4（中級 1） 『ICU中級日本語 1（試用版）』
C5（中級 2） 『ICU中級日本語 2（試用版）』
C6（中級 3） 『ICU中級日本語 3（試用版）』
C7（上級） 『どんな時どう使う日本語表現文型 500』アルク















　授業は本館が耐震工事で使用できなかったため ILC の 1 階のみで行なった。教員室は第






　今年度は ICU 日本語教育プログラム（JLP）の常勤教員 4 名、非常勤講師 2 名が授業を
持った。SCJ のコース全体の教材や授業運営を JLP と同等の質のものにすることが求めら
れており、かつ、JLP で開発を進めている中級教材を試用しているという現状を考えると、












　本館の耐震工事のため、今年度は CP ラウンジが総合学習センター（ILC）の 2 階に設
営された。CP ラウンジには学生アルバイトの文化助手 3 名（落合由美、高橋花菜子、前
田早央理）が交代で常駐し、おにぎりの販売、イベントの申し込み受付、集金などを行う
とともに、学生が休み時間や放課後に会話、折り紙、ビデオなどを楽しめる場を提供した。













日程 イベント 講師 定員 希望者数 参加者数
7 月 9 日（火） いけばな 塚本草昌先生 20 名 33 名 20 名
7 月 12 日（金） 観音院坐禅体験 観音院
来馬正行住職
26 名 34 名 30 名
7 月 16 日（火） 和太鼓の鑑賞と
ワークショップ
ICU 和太鼓部 20 名 20 名 20 名
7 月 19 日（金） 歌舞伎鑑賞 35 名 35 名 35 名





20 名 38 名 20 名
− 66 −
7 月 26 日（金） 茶道 ICU 茶道部 30 名 34 名 30 名
7 月 30 日（火） 日本舞踊 ICU 日本舞踊研究会顧問
　水木和歌先生ほか
40 名 28 名 28 名









見学」「スイカ割り」「日本の遊び大会」が行われた。2013 年は七夕の 7 月 7 日が日曜日だっ
たため、7 月 5 日の歓迎会の会場に笹を飾り、その場で願い事を書けるようにした。会場
に入ってすぐに多くの学生が興味を示し、「日本語が上手になりますように」というような
願いを短冊に書いて飾った。7 月 11 日には ICU 学内の湯浅八郎記念館の特別展「コンビニ・
これって民藝？」のツアーが ICU のホワイトロー教授によって行われた。また、学生助手










生が参加した。初回は授業開始 3 日目に行ったが、日本語を習い始めたばかりの C1 クラ
スの学生も多数参加していたため、レベルによって会話のグループを分けた。また、初級




7 月 10 日（水） 18 名 4 名
7 月 17 日（水） 21 名 6 名
7 月 24 日（水） 13 名 7 名
7 月 31 日（水） 26 名 10 名
− 67 −
ICU 日本語教育研究 10
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 川　名　恭　子 早稲田大学日本語教育研究センター　インストラクタ （ー非常勤）
  (C6・C7・C8 を担当 )
　
C7 増　田　恭　子 GeorgiaInstituteofTechnologyAssociateProfessor
 川　名　恭　子 早稲田大学日本語教育研究センター　インストラクタ （ー非常勤）
  (C6・C7・C8 を担当 )　
C8 田　中　和　美 国際基督教大学　日本語教育課程　主任　教授
 加　藤　久　子 関東学院大学　非常勤講師
 川　名　恭　子 早稲田大学日本語教育研究センター　インストラクタ （ー非常勤）






3.	 2013 年	 文化プログラム	 カレンダー	 	 




























































































































一般学生 28 26 54
教育交流プログラム学生 * 10 12 22
合計 38 38 76
*〈内訳〉 UniversityofCalifornia 8 4 12
 PomonaCollege 2 8 10




自分で用意 1 　　5 6
ICU が用意 * 37 33 70
*〈内訳〉 学生会館 0 2 2
 欅寮 30 26 56
 ホームステイ 7 5 12
 合計 37 33 70
− 72 −
　　③国籍
CANADA 6 INDONESIA 1 RUSSIA 1
CHINA 8 ITALY 1 SINGAPORE 3
DUTCH/JAPAN 1 JAPAN 1 TAIWAN 4
GERMANY 1 JAPAN/USA 4 UK 1
HONGKONG 1 KOREA 1 USA 41
USA/IRELAND 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total76
5．ホストファミリー（家族数）
杉並区 1
三鷹市 5
府中市 1
小金井市 3
八王子市 １
調布市 1
合計 12
